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平
成
二
十
一
年
度
第
二
回

総
会
が
二
月
十
三
日
に
開
催

さ
れ
、
二
十
二
年
度
の
事
業

計
画
お
よ
び
予
算
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
が

進
め
る
授
業
料
の
無
償
化

や
、
こ
れ
ま
で
文
部
科
学
省

の
委
託
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
事
業
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
な
ど
の
諸
問
題
が
起
き
る

中
で
の
総
会
で
も
あ
り
、
高

間
専
逸
会
長
よ
り
、
そ
の
対

応
と
今
後
の
方
針
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
討
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
以
下
、
今
、
全
高

Ｐ
連
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ

い
て
全
高
Ｐ
連
と
し
て
の
考

え
方
な
ら
び
に
現
在
の
動
き

に
つ
い
て
、
こ
こ
に
そ
の
要

旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

高
校
の
授
業
料
無
償
化

は
、
保
護
者
の
減
収
や
失
業

で
、
授
業
料
が
払
え
な
く
て

退
学
せ
ざ
る
を
得
な
い
生
徒

も
い
る
と
い
う
現
状
に
お
い

て
、
学
ぶ
機
会
が
確
保
さ
れ

る
と
い
う
点
で
、
私
た
ち
と

し
て
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で

す
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ

ま
で
授
業
料
と
と
も
に
徴
収

さ
れ
て
き
た
諸
経
費
の
納
入

に
か
か
る
経
費
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

高
校
が
義
務
化
さ
れ
た
と
勘

違
い
さ
れ
る
危
険
性
、
所
得

水
準
に
関
係
な
く
一
律
支
給

の
制
度
が
塾
通
い
な
ど
を
誘

発
し
学
力
の
二
極
化
に
つ
な

が
る
と
い
う
懸
念
、
公
立
私

立
間
の
格
差
が
広
が
る
こ
と

へ
の
心
配
、
病
気
な
ど
本
人

の
責
任
と
は
い
え
な
い
留
年

者
の
授
業
料
の
こ
と
な
ど
問

題
点
が
あ
り
ま
す
。
高
校
教

育
の
充
実
の
た
め
に
は
、
授

業
料
の
無
償
化
以
外
に
も
ま

だ
ま
だ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
も
多
く
、
今
後
も

文
部
科
学
省
、
各
都
道
府
県

市
教
育
委
員
会
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
対
応
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
今
、
文
部
科
学
省
が

い
う
と
こ
ろ
の
委
託
事
業
は

全
高
Ｐ
連
事
業
の
推
進
に
必

ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
健

全
育
成
事
業
は
、
計
画
・
成

果
の
面
で
検
討
の
余
地
が
残

さ
れ
て
お
り
、
今
後
協
議
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国

大
会
は
自
己
財
源
で
推
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
社
会
状
況
や
国
の
教

育
政
策
へ
の
対
応
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
は
活
動
の
目
的

で
あ
る
「
子
ど
も
た
ち
を

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
す

る
」
と
い
う
基
本
姿
勢
を
守

り
、
芯
の
ぶ
れ
な
い
全
高
Ｐ

連
と
し
て
活
動
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
、
さ
ら

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
し
ま
す
。
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【
教
育
目
標
】

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
人
格
形
成
を
目
指

す
と
と
も
に
、
地
域
社
会
に

積
極
的
に
貢
献
す
る
人
材
や

次
代
の
日
本
社
会
・
国
際
社

会
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
が
教
育
目
標
で
す
。

【
沿
　
革
】

本
校
は
百
年
有
余
の
歴
史

と
伝
統
を
有
し
、
熊
野
地
域

の
教
育
・
文
化
の
中
核
と
し

て
存
在
し
て
き
ま
し
た
。
卒

業
生
は
約
三
万
五
千
名
を
数

え
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
有

為
な
人
材
を
多
数
輩
出
し
て

い
ま
す
。
昭
和
二
十
三
年
の

学
制
改
革
に
よ
り
、
県
立
新

宮
中
学
校
、
県
立
新
宮
工
業

学
校
、
県
立
新
宮
高
等
女

学
校
の
三
校
を
統
合
再
編
成

し
、
県
立
新
宮
高
等
学
校
と

し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、「
質
実
剛
健
」
を

校
訓
と
し
、
校
是
と
し
て
の

「
文
武
両
道
」
を
実
践
し
、
自

由
で
清
新
な
気
風
に
満
ち
た

校
風
と
県
下
有
数
の
施
設
・

設
備
が
整
っ
た
環
境
の
中

で
、
勉
学
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

日
々
励
ん
で
い
ま
す
。
平
成

十
二
年
に
は
創
立
百
周
年
記

念
式
典
を
挙
行
。
平
成
十
四

年
度
よ
り
授
業
時
間
の
確
保

と
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し

た
教
育
活
動
・
学
習
活
動
の

効
率
化
を
図
り
、
二
学
期
制

を
導
入
し
、
現
在
六
十
五
分

授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
進
　
路
】

進
路
実
現
の
た
め
に
一
年

次
か
ら
三
年
次
ま
で
計
画

的
・
段
階
的
に
き
め
細
か
な

進
路
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
年
生
は
、
希
望
と
入

学
後
の
実
力
テ
ス
ト
を
も
と

に
三
つ
の
類
型
に
分
け
、
進

路
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
や
総
合
的

な
時
間
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
を
実
施

し
、
早
期
か
ら
の
進
路
意
識

の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
二
年
生
は
、
進
路
講
演

会
・
大
学
見
学
会
を
実
施
し
、

進
路
意
識
の
確
立
を
め
ざ
し

ま
す
。
三
年
生
は
、
日
常
補

習
や
学
年
末
の
特
別
時
間
割

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

希
望
に
応
じ
た
進
路
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
全

学
年
で
土
曜
開
放
や
夏
期
集

中
補
習
を
実
施
す
る
な
ど
、

学
力
向
上
を
め
ざ
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
取
組
】

毎
年
十
二
月
に
実
施
し
て

い
る
「
小
雲
取
越
え
ロ
ン
グ

ハ
イ
キ
ン
グ
」
は
、「
紀
伊

山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
由
緒
あ
る
歴
史
的
な
参
詣

道
の
一
部
「
小
雲
取
越
え
」

を
、
一
学
年
の
生
徒
と
保
護

者
・
一
般
参
加
者
・
教
職
員

が
と
も
に
歩
く
行
事
で
す
。

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
古

（
い
に
し
え
）
の
道
「
熊
野

古
道
」を
体
感
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
を
対
象
と
し
た
夏

季
休
暇
中
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
語
学
研
修
で
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
語
学

学
習
や
現
地
の
学
生
・
住
民

と
の
交
流
活
動
な
ど
を
行

い
、
国
際
性
豊
か
な
人
物
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
湾
の
国
立
彰
化

女
子
高
級
中
学
と
交
流
し
、

友
好
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

【
学
園
生
活
】

新
宮
高
校
に
は
、
体
育
・

文
化
あ
わ
せ
て
三
十
四
の
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
毎
年
複
数
の
ク

ラ
ブ
が
、
全
国
大
会
・
近
畿
大

会
等
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彩
雲
祭
（
文
化
祭
）

や
体
育
祭
で
は
、
青
春
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
し
、
生
き

生
き
と
楽
し
く
充
実
し
た
学

園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

【
振
学
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）】

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
昭
和

二
十
三
年
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
育
友
会

と
し
て
発
足
し
、
昭
和
三
十

年
に
社
団
法
人
新
宮
高
等
学

校
振
学
会
に
改
組
し
て
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

運
営
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
が
、「
清
水
昭
八
奨

学
金
」
の
運
営
で
す
。
こ
の

奨
学
金
は
、
本
校
卒
業
生
の

清
水
昭
八
氏
か
ら
い
た
だ
い

た
寄
付
金
を
も
と
に
、
在
校

生
の
中
で
学
業
・
文
化
・
体

育
等
に
お
い
て
顕
著
な
成

績
、
実
績
を
残
し
た
者
に
与

え
ら
れ
ま
す
。
毎
年
該
当
者

を
審
査
・
決
定
し
て
い
ま
す
。

振
学
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
の
組

織
は
、
三
十
人
の
理
事
か
ら

な
る
理
事
会
と
各
ク
ラ
ス
の

代
表
者
の
集
ま
り
で
あ
る
学

級
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
理
事
は
、
総
務
広
報

委
員
会
、
環
境
・
厚
生
委
員

会
、
人
権
教
育
委
員
会
、
進

路
対
策
委
員
会
、
健
全
育
成

委
員
会
、国
際
理
解
委
員
会
、

体
育
文
化
後
援
会
の
七
つ
の

い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
学
校
側
と

協
力
し
な
が
ら
、「
生
徒
の

人
格
向
上
と
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て

運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

【
振
学
会
・
前
期
の
活
動
】

四
月
・
五
月
に
振
学
会（
Ｐ

Ｔ
Ａ
）
総
会
、学
級
委
員
会
、

学
年
部
会
を
開
催
。
六
月
の

彩
雲
祭
（
文
化
祭
）
で
は
、

生
徒
達
の
食
物
バ
ザ
ー
に
混

じ
っ
て
「
く
じ
ら
の
竜
田
揚

げ
」
の
振
学
会
食
物
バ
ザ
ー

を
出
店
し
て
い
ま
す
。

七
月
の
進
路
指
導
部
と
共

催
の
進
路
講
演
会
で
は
、
外

部
講
師
を
招
い
て
保
護
者
の

進
路
意
識
と
理
解
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
を

整
備
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
新
高
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

は
、
校
内
外
の
清
掃
へ
多
数

の
保
護
者
が
参
加
し
て
、
環

境
整
備
に
汗
を
流
し
ま
す
。

【
振
学
会
・
後
期
の
活
動
】

生
徒
を
取
り
巻
く
課
題
解

決
の
た
め
に
毎
年
二
月
に
実

施
し
て
い
る
教
育
懇
話
会
の

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
保

護
者
と
教
員
が
生
徒
を
取
り

巻
く
課
題
解
決
の
た
め
に
活

発
な
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
振
学
会
直
営
で
あ

る
「
厚
生
部
」（
購
買
部
）

で
は
、
文
房
具
や
飲
料
物
等

を
市
価
よ
り
も
安
く
販
売

し
、
そ
の
利
益
を
生
徒
に
還

元
し
て
い
ま
す
。

平成２１年度　講演会

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がこ こにある」vol.９

未来を見つめ、夢を追い求め、ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意をもって導く先生たち、

そしてＰＴＡの仲間の姿をお伝えします。

和
歌
山
県
立
新
宮
高
等
学
校

「
良
き
伝
統
を
継
承
し
未
来
に
向
か
っ
て

　
　
　
可
能
性
を
追
求
す
る
新
宮
高
校
」
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【
創
立
百
二
十
五
年
の
伝
統
】

本
校
は
一
八
八
五
年
（
明

治
十
八
年
）
本
校
の
前
身
、

富
山
県
中
学
校
と
し
て
開
校

し
ま
し
た
。
現
在
は
各
学
年

普
通
科
六
ク
ラ
ス
、
理
数
科

一
ク
ラ
ス
で
す
。

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十

年
）
の
創
校
百
周
年
に
は
、

同
窓
会
の
協
力
を
得
て
、

九
十
五
席
の
学
習
室
を
も
つ

百
周
年
記
念
館
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
樹
齢
百
年
を
超
え

る
杉
木
立
「
太
郎
丸
の
杜
」

に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
の

下
、
こ
の
学
習
室
で
、
年
間

を
通
じ
て
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
、
目
標
の
大
学
を
目
指

し
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

諸
先
輩
の
勉
学
の
熱
い
思
い

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
場
で

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は

格
好
の
研
鑽
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

「
学
び
た
き
も
の
集
う
」
と

い
う
創
校
の
志
と
校
訓
「
慎

重
敢
為
」
を
継
承
し
、
心
身

と
も
に
健
全
で
、
国
際
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
人
間
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
理
数
科
】

文
部
科
学
省
指
定
の
「
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
」
の
三
年
間
の
研
究

成
果
を
生
か
し
、
創
造
性
・

独
創
性
を
育
む
様
々
な
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
立
山
実
習
・

県
内
大
学
実
習
・
筑
波
科
学

研
修
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
部
活
動
】

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち

が
加
入
し
て
お
り
、
短
い
練

習
時
間
の
中
で
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

山
岳
部
（
十
年
連
続
）、
放

送
部
、
囲
碁
・
将
棋
部
が
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
】

（１）
子
ど
も
を
よ
く
知
る
た
め

の
「
講
演
会
」
の
実
施

今
年
度
は
富
山
県
の
精
神

的
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
日
本

人
の
思
想
形
成
に
大
き
な
役

割
を
担
っ
た
立
山
を
テ
ー
マ

に
、「
先
人
に
学
ぶ
―
立
山

に
向
き
合
う
人
々
―
」
と
題

し
て
、
富
山
県
立
山
博
物
館

館
長
米
原
寛
先
生
に
よ
る
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

他
「
望
ま
し
い
食
生
活
と
学

習
」
と
題
し
、
保
健
医
学
と

調
理
（
和
漢
薬
膳
）
な
ど
、

毎
年
講
演
会
の
テ
ー
マ
を
定

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら

専
門
家
を
招
き
、
役
員
及
び

先
生
方
の
研
修
の
場
と
し
て

い
ま
す
。

（２）
学
校
で
の
子
ど
も
の
活
動

を
支
え
る
た
め
に

す
べ
て
の
生
徒
が
富
山
高

校
の
生
活
に
適
応
し
、
自
分

に
つ
い
て
肯
定
的
な
気
持
ち

を
も
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
新
た
に
平
成

二
十
年
度
よ
り
『
学
習
環
境

整
備
費
』
を
設
け
、
学
習
及

び
教
育
相
談
体
制
の
充
実
の

た
め
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

①
学
習
相
談
体
制
の
充
実

「
チ
ュ
ー
タ
ー
制
」
の
導
入

一
年
生
の
学
習
に
つ
い
て

の
相
談
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
現
役
大
学
生
（
富
山
・

金
沢
・
大
阪
・
東
京
・
一
橋

大
学
等
）
を
講
師
と
し
て
、

英
国
数
を
中
心
に
基
礎
学
力

の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
年
間
六
回
程
度
講
座
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
年
齢
的

に
も
近
い
た
め
、
相
談
し
や

す
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

②
教
育
相
談
体
制
の
充
実

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
囲
ん
で
、
常
時
心
に
課
題

を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
に
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
一
学
期
は
「
面
接

の
場
面
で
実
際
に
使
え
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
対
応
」
と

題
し
、
富
山
大
学
心
理
学
教

室
の
仲
嶺
裕
子
准
教
授
に
、

二
学
期
は
「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
」
と
題

し
て
、
金
沢
工
業
大
学
大
学

院
の
塩
谷
亨
教
授
（
臨
床
心

理
士
）
に
よ
る
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。
三
学
期
は
、
保

護
者
の
研
修
会
と
し
て
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
岡

田
浩
子
先
生
に
よ
る
講
演
会

を
実
施
し
、
褒
め
言
葉
（
リ

フ
レ
ー
ム
）
が
相
手
を
成
長

さ
せ
、
褒
め
あ
え
る
よ
う
な

集
団
を
作
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も

の
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ

と
を
伸
ば
し
、
自
己
肯
定
感

を
育
て
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。

（３）
進
路
選
択
の
手
助
け
に

「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

社
会
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
本
校
の
同
窓
生
及
び
保
護

者
が
講
師
と
な
り
、
夏
休
み

に
二
年
生
全
員
を
対
象
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
今
後

も
子
ど
も
た
ち
が
心
の
悩
み

や
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ
き

合
い
な
が
ら
、
各
自
の
進
路

を
目
指
し
て
い
け
る
強
い
意

志
を
も
ち
、
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
る
逞
し
い
人
格
を

形
成
す
る
た
め
、
望
ま
し
い

家
庭
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

よ
り
一
層
学
校
と
の
連
携
を

密
に
し
、
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西中庭から校舎を臨む

百周年記念館　学習室

平成２１年度　講演会

チューター制 大学生による授業

スクールカウンセラーの講演会

「子どもの心に出会うとき」

立山実習

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がこ こにある」vol.９

未来を見つめ、夢を追い求め、ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意をもって導く先生たち、

そしてＰＴＡの仲間の姿をお伝えします。

富
山
県
立
富
山
高
等
学
校

　

創
校
の
志
「
学
び
た
き
も
の
集
う
」

　
　
校
訓
「
慎
重
敢
為
」
を
今
日
に
継
承
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調
査
結
果
を
一
言
で
言
う

と
、「
や
る
気
な
い
、
目
標

な
い
、
授
業
分
か
ら
な
い
３

な
い
高
校
生
」
と
い
う
実
態

が
出
て
き
ま
し
た
。

・
高
校
生
の
現
状

学
習
状
況
は
塾
の
時
間
も

含
め
て
全
く
勉
強
し
て
い

な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
男

子
が
五
十
四
％
、
女
子
が

四
十
五
％
。
半
数
前
後
に
達

し
ま
す
。
そ
し
て
、
学
習
時

間
の
平
均
は
男
子
が
一
．
六

時
間
、
女
子
が
一
．
七
時
間

で
す
。
で
は
、
授
業
に
つ
い

て
い
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の

割
合
は
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
。
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

い
こ
と
が
よ
く
あ
る
、
毎
回

つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
子

ど
も
た
ち
が
二
割
か
ら
三
割

い
ま
す
。
つ
い
て
い
け
な
く

な
っ
た
時
期
は
い
つ
ご
ろ
か

ら
か
は
、
小
学
校
で
既
に
つ

い
て
い
け
な
く
な
っ
た
生

徒
が
一
割
弱
い
ま
す
。
そ

し
て
中
学
校
一
、
二
年
生
が

十
五
％
ぐ
ら
い
。
高
一
が

ピ
ー
ク
で
、
次
が
中
学
校
二

年
生
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
携
帯
の
使

用
状
況
は
携
帯
を
一
日
中
離

さ
な
い
。「
携
帯
と
と
も
に

生
き
る
人
々
」
と
私
は
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
し
が
み
つ
い

て
生
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
そ
の
携
帯
の
使
用
時

間
を
見
て
い
る
時
間
も
含
め

て
平
均
し
ま
す
と
、
男
子
の

一
日
の
使
用
時
間
は
二
．
八

時
間
で
す
。
女
子
の
使
用
時

間
は
四
．
二
時
間
で
す
。
先

ほ
ど
の
家
庭
学
習
と
比
べ
る

と
、
二
倍
を
超
え
る
時
間
、

携
帯
に
さ
わ
る
時
間
に
割
い

て
い
ま
す
。

そ
し
て
携
帯
の
所
持
時
間

は
一
番
多
い
の
は
二
十
四
時

間
で
、
お
ふ
ろ
に
入
る
と
き

に
服
の
上
に
置
い
た
以
外

は
、
寝
る
と
き
に
も
抱
き
し

め
て
寝
て
い
る
と
い
う
感
じ

で
す
。全
然
使
っ
て
い
な
い
、

少
な
い
子
も
い
ま
す
の
で
、

平
均
し
ま
す
と
男
子
十
三
．

一
時
間
、
女
子
十
三
．
五
時

間
と
い
う
結
果
で
す
。

保
護
者
の
携
帯
の
使
用
状

況
を
子
ど
も
た
ち
に
聞
い
て

み
ま
し
た
。
子
ど
も
が
親
に

話
し
か
け
て
い
る
と
き
に
保

護
者
の
方
が
携
帯
で
メ
ー
ル

を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
と
い
う
質
問
で
、
よ
く

あ
る
、
と
き
ど
き
あ
る
が

二
十
五
％
前
後
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
よ
く
携
帯
を
使
っ

て
い
る
保
護
者
の
子
ど
も

は
、
子
ど
も
自
身
も
携
帯
を

よ
く
使
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
状
況
に
あ
る
子
ど
も
は
親

へ
の
信
頼
感
が
低
い
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
高
校
生
の
意
識
・
精
神
状
態

打
ち
込
ん
で
い
る
も
の
、

目
標
が
何
か
と
い
う
質
問
に

対
し
男
子
六
十
六
％
、
女
子

は
五
十
六
％
、
打
ち
込
ん
で

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
何

か
目
標
は
あ
る
か
は
大
体
七

割
近
く
の
人
が
あ
る
と
答
え

て
い
ま
す
。
次
に
は
「
一
番

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
」
と
い
う
質

問
を
す
る
と
、
一
番
は
勉
強

で
し
た
。
勉
強
し
て
い
な
い

の
に
と
思
い
ま
す
が
。
二
番

目
に
男
子
は
ス
ト
レ
ス
な
し

と
い
う
、
と
て
も
平
和
な
状

況
で
生
き
て
い
ま
す
。
女
子

は
、
友
達
と
の
関
係
で
す
。

男
子
は
、
次
は
部
活
で
悩
ん

で
い
ま
す
。
女
子
は
二
番
目

が
友
人
関
係
、
三
番
目
が
部

活
に
な
り
ま
す
。

人
生
に
満
足
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
と
い
う
質
問
を
し

た
と
こ
ろ
、
や
り
直
し
た
い

と
言
っ
て
い
る
子
ど
も
が
男

子
の
四
十
一
％
、
女
子
の

四
十
七
％
。
わ
か
ら
な
い
ま

で
含
め
る
と
、
七
割
か
ら
八

割
近
く
が
満
足
し
て
い
な
い

グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
す
。

そ
し
て
、
人
生
を
や
り
直

せ
る
と
し
た
ら
い
つ
に
戻
り

た
い
か
は
、
小
学
校
の
入
学

前
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
生
徒
が
二
割
ぐ
ら
い
、
小

学
校
の
低
学
年
に
戻
り
た
い

人
が
十
％
ぐ
ら
い
、
小
学
校

の
中
学
年
と
高
学
年
が
一
割

ず
つ
ぐ
ら
い
い
ま
す
。ま
た
、

中
学
校
に
戻
り
た
い
人
が
半

分
ぐ
ら
い
い
ま
す
。
戻
っ
て

何
を
し
た
い
の
か
と
い
う

と
、
勉
強
を
や
り
直
し
た
い

本
年
度
は
過
去
三
ヵ
年

に
わ
た
る
調
査
研
究
を
踏

ま
え
、「
子
ど
も
を
取
り
巻

く
人
間
関
係
の
回
復
と
社

会
環
境
の
充
実
事
業
」
を

ま
と
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

全
国
の
生
徒
を
対
象
に

総
数
六
一
六
四
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
集
計

分
析
す
る
と
と
も
に
、
五

地
区
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
現
代
の

高
校
生
が
か
か
え
て
い
る

問
題
、
高
校
生
に
か
か
っ

て
き
て
い
る
問
題
を
ど
う

解
決
し
て
い
く
の
か
研

究
・
討
議
い
た
し
ま
し
た
。

去
る
二
月
十
三
日
に
開

催
さ
れ
た
全
国
会
長
事
務

局
長
会
議
で
の
京
都
大
学

大
学
院
木
原
雅
子
准
教
授

の
講
演
内
容
の
要
旨
・
資

料
を
も
っ
て
事
業
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健
全
育
成
委
員
会
委
員
長

深
　
澤
　
資
　
弘

子
ど
も
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
の
回
復
と
社
会
環
境
の
充
実
事
業

「
や
る
気
な
い
、
目
標
な
い
、
授
業
分
か
ら
な
い
　
３
な
い
高
校
生
の
現
状
」

～
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
調
査
結
果
の
報
告
と
今
後
の
展
望
～
　
　

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
　
准
教
授
　
木
　
原
　
雅
　
子
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と
い
う
こ
と
で
し
た
。
や
り

直
し
た
い
と
思
っ
た
時
期
に

や
り
直
せ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
が
、
家
庭
で
も
学
校
で
も

地
域
で
も
で
き
た
ら
い
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

自
分
に
対
す
る
評
価
は
、

全
体
と
し
た
ら
自
分
の
こ
と

が
好
き
か
、
自
分
に
い
い
と

こ
ろ
が
あ
る
か
、
自
分
は
つ

ま
ら
な
い
人
間
だ
と
思
う
こ

と
が
あ
る
か
の
三
つ
を
聞
き

ま
し
た
。
と
て
も
嫌
い
、
あ

ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
、
あ
る

い
は
自
分
に
い
い
と
こ
ろ
は

全
く
な
い
、
ほ
と
ん
ど
な
い

と
言
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
男
子
よ
り
も
女
子
の
ほ
う

が
多
い
で
す
。
自
己
評
価
で

見
て
み
る
と
、
女
子
の
自
己

肯
定
感
の
ほ
う
が
低
い
と
い

う
結
果
が
出
ま
し
た
。
次
に
、

高
校
生
の
意
欲
で
す
が
、
最

近
何
に
対
し
て
も
や
る
気
が

出
な
い
こ
と
が
あ
る
か
、
あ

る
い
は
何
に
対
し
て
も
面
倒

だ
と
思
う
こ
と
が
あ
る
か
は
、

か
な
り
あ
る
、
よ
く
あ
る
と

い
う
子
ど
も
た
ち
の
割
合
が

三
十
％
か
ら
四
十
％
も
い
ま

す
。
か
な
り
の
人
た
ち
が
や

る
気
を
も
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

生
徒
と
、
授
業
に
つ
い
て

い
っ
て
い
る
生
徒
を
比
較
し

て
み
る
と
、
授
業
に
つ
い
て

い
け
な
い
生
徒
た
ち
が
四
分

の
一
、
そ
し
て
時
々
つ
い
て

い
け
な
い
と
い
う
生
徒
た
ち

も
合
わ
せ
る
と
す
ご
い
数
に

な
り
ま
す
。

そ
の
子
た
ち
の
小
さ
い
頃

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
な
い
子
の
ほ
う

が
授
業
に
つ
い
て
い
っ
て
い

る
割
合
が
高
い
で
す
。
ま

た
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
と

き
の
脳
の
状
態
で
す
け
れ
ど

も
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
活
動

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
文

章
を
書
い
て
い
る
と
き
、
手

紙
を
書
い
て
い
る
と
き
は
活

発
に
活
動
し
ま
す
。
脳
が
活

動
し
な
い
状
況
と
い
う
の

が
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
と

き
の
状
況
だ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
高
校
生
の
今
の
状
態

を
見
て
み
ま
す
と
、
学
習
時

間
が
長
い
人
ほ
ど
ち
ゃ
ん
と

授
業
に
は
つ
い
て
い
っ
て
い

ま
す
。
携
帯
の
使
用
時
間
と

の
関
係
は
、
携
帯
の
使
用
時

間
が
短
い
ほ
ど
授
業
に
つ
い

て
い
け
て
い
ま
す
。
携
帯
の

使
用
時
間
が
長
い
ほ
ど
い
ろ

ん
な
問
題
と
関
連
し
て
い
ま

す
が
、
授
業
に
つ
い
て
い
け

な
い
だ
け
で
は
な
く
て
、
性

的
に
す
ご
く
活
発
な
状
況
で

あ
っ
た
り
、
万
引
き
と
か
い

ろ
い
ろ
な
も
の
と
関
係
を
し

て
い
ま
す
。

・
生
徒
の
自
立
と
勉
強

生
活
の
自
立
度
と
勉
強
に

つ
い
て
い
け
な
い
と
の
関
係

は
、
料
理
が
で
き
る
、
自
分

で
起
き
る
と
言
っ
た
、
生
活

が
自
立
し
て
い
る
生
徒
た
ち

の
ほ
う
が
授
業
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
多
分
、
自
分
の
生

活
を
自
分
で
律
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
き
ち
ん
と
生
活
力

を
持
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
だ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
状
況
が
今
回
の
結
果
か
ら

見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
精

神
状
態
で
す
。
全
体
と
し
て

見
た
ら
自
分
の
こ
と
が
好
き

か
、
自
分
は
つ
ま
ら
な
い
人

間
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
る

か
、
こ
れ
は
自
己
肯
定
感
が

高
い
生
徒
ほ
ど
勉
強
に
つ
い

て
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

勉
強
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る

か
ら
自
己
肯
定
感
が
高
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
因
果

関
係
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

意
欲
も
同
じ
で
す
。
意
欲

の
あ
る
生
徒
ほ
ど
勉
強
に
つ

い
て
い
っ
て
い
ま
す
。
勉
強

に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
か
ら

意
欲
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
は

ど
ち
ら
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

人
生
の
満
足
度
で
は
、
満

足
し
て
い
る
生
徒
ほ
ど
勉
強

に
つ
い
て
い
っ
て
い
ま
す
。

や
り
直
し
た
い
と
い
う
生
徒

た
ち
は
授
業
に
つ
い
て
い
け

ず
、
勉
強
を
や
り
直
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
み
た
い
で

す
。
こ
こ
で
何
か
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
た
ら
子
ど
も
た
ち
の

能
力
を
も
っ
と
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
に
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

や
る
気
を
出
し
た
生
徒
と

い
う
の
は
、
半
年
、
一
年
間

で
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
変
わ

り
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
か

ら
短
期
間
に
そ
こ
ま
で
変
わ

れ
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い

け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
す

ご
い
力
を
も
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
子
た
ち
が
本

気
に
な
れ
ば
、
全
く
別
人
の

よ
う
に
変
わ
れ
る
ぐ
ら
い
伸

び
ま
す
の
で
、
伸
び
る
チ
ャ

ン
ス
に
気
づ
い
て
あ
げ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
も
が
い
て
い

る
と
き
に
支
援
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。

周
囲
と
の
人
間
関
係
で

は
、
本
当
に
信
頼
で
き
る
友

達
が
い
る
人
の
ほ
う
が
授
業

に
つ
い
て
い
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
信
頼
で
き
る
先
生

が
い
る
人
の
ほ
う
が
授
業
に

つ
い
て
い
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
、
本
当
に
困
っ
た
と
き
に

守
っ
て
く
れ
る
大
人
が
い
る

人
の
ほ
う
が
授
業
に
つ
い
て

い
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
を
信
頼
し
て
い
ま

す
か
と
い
う
質
問
で
は
、
保

護
者
へ
の
信
頼
関
係
が
高
い

ほ
ど
授
業
に
つ
い
て
い
っ
て

い
ま
す
。

・
問
題
を
お
こ
す
子
ど
も
た
ち

授
業
に
つ
い
て
い
け
て
い

な
い
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
問

題
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
逆

の
視
点
か
ら
み
る
と
、
授
業

に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
成
績

の
い
い
子
は
大
丈
夫
な
の

か
、
何
の
問
題
も
な
い
の
か

と
い
う
疑
問
が
出
て
き
ま

す
。
こ
こ
に
大
き
な
落
と
し

穴
が
あ
っ
て
、
実
は
す
ご
く

問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

な
か
な
か
表
面
化
し
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
万
引
き
や
、
無
防

備
な
性
行
動
と
か
、
薬
物
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
割
合
を
調

べ
て
み
ま
す
と
二
つ
ピ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
成

績
が
真
ん
中
よ
り
ち
ょ
っ
と

下
目
の
群
に
、も
う
一
つ
は
、

成
績
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
徒

た
ち
の
と
こ
ろ
に
ピ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。
学
校
で
は
成
績

が
余
り
よ
く
な
い
子
ど
も
た

ち
の
ほ
う
に
問
題
が
固
ま
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
く

て
両
方
に
あ
り
ま
す
。
特
に

進
学
校
で
す
と
、
校
長
先
生

も
そ
う
い
う
こ
と
に
お
気
づ

き
に
な
り
ま
せ
ん
し
、
も
ち

ろ
ん
、
親
も
知
り
ま
せ
ん
。

勉
強
に
つ
い
て
い
け
て
、

成
績
が
よ
く
、
そ
し
て
問
題

を
起
こ
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

男
子
と
女
子
で
特
徴
が
違
い

ま
す
。
成
績
が
よ
く
て
問
題

を
起
こ
し
て
い
る
子
ど
も
の

男
子
の
方
は
自
尊
感
情
が
極

め
て
高
い
で
す
。
も
し
か
し

た
ら
自
己
肯
定
感
が
高
い
と

い
う
よ
り
も
自
信
過
剰
だ
と

い
う
感
じ
に
見
え
ま
す
。
そ

し
て
、
と
て
も
活
発
な
行
動

で
す
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
成

績
が
よ
く
て
問
題
行
動
を
起

こ
し
て
い
る
女
子
の
ほ
う

は
自
尊
感
は
と
て
も
低
く
、

様
々
な
問
題
を
起
こ
し
て
い
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ま
す
。
こ
れ
ら
の
男
子
と
女

子
に
共
通
し
て
い
る
点
、
つ

ま
り
成
績
が
よ
く
て
問
題
を

起
こ
し
て
い
る
生
徒
た
ち
に

共
通
し
て
い
る
点
は
、
保
護

者
へ
の
信
頼
感
が
す
ご
く
低

い
と
い
う
と
こ
ろ
が
男
女
と

も
に
共
通
し
て
い
ま
す
。
自

己
肯
定
感
な
ど
で
は
男
女
で

違
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

保
護
者
に
対
す
る
信
頼
感
が

極
め
て
低
い
と
い
う
点
は
同

じ
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
全
体
を
見
る

と
、
一
番
は
保
護
者
へ
の
信

頼
感
と
い
う
の
が
大
き
く
関

係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

・
心
に
残
っ
て
い
る
言
葉

こ
こ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

子
ど
も
た
ち
が
親
か
ら
言
わ

れ
た
言
葉
で
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

私
は
「
心
に
残
っ
て
い
る

言
葉
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」

と
書
い
た
の
で
、
感
謝
の
言

葉
の
よ
う
な
肯
定
的
な
言
葉

を
予
想
し
て
こ
の
問
い
を
つ

く
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
男

女
と
も
回
答
し
て
き
た
子
ど

も
た
ち
の
十
％
ぐ
ら
い
は
と

て
も
否
定
的
な
中
身
で
し

た
。
六
千
人
の
調
査
で
す
と

六
百
人
に
な
り
ま
す
の
で
、

か
な
り
の
数
の
子
ど
も
た
ち

で
す
。
そ
の
子
た
ち
が
何
と

言
わ
れ
た
か
。
保
護
者
か
ら

言
わ
れ
て
心
に
残
っ
た
言

葉
。
男
子
で
は
、「
お
ま
え

が
踏
ん
張
る
と
き
な
ん
て
、

ト
イ
レ
の
と
き
だ
け
だ
ろ
う

う
」、
こ
れ
は
あ
ん
ま
り
だ

と
思
い
ま
す
。「
餓
鬼
の
く

せ
に
う
る
せ
え
、
死
ね
よ
」、

親
に
そ
う
言
わ
れ
た
ら
ど
う

や
っ
て
生
き
る
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。「
あ
ん
た
が

い
る
か
ら
不
幸
に
な
っ
た
」

「
お
ま
え
に
い
い
と
こ
ろ
な

ん
て
一
つ
も
な
い
」、
完
全

に
こ
の
子
の
存
在
否
定
を
し

て
い
ま
す
ね
。
そ
し
て
、「
お

ま
え
は
人
間
の
く
ず
だ
」「
お

ま
え
な
ん
か
産
ま
な
き
ゃ
よ

か
っ
た
」、
こ
れ
は
母
親
が

言
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
男

子
生
徒
が
傷
つ
い
て
い
ま

す
。
五
、
六
個
し
か
事
例
を

出
し
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
そ
の
何
百
人
分
か
で
重

な
っ
て
い
た
部
分
を
出
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
書

い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
女
子
。「
あ
ん

た
を
選
ん
で
産
ん
だ
わ
け

じ
ゃ
な
い
」、
こ
れ
は
子
ど

も
の
側
も
選
ん
で
生
ま
れ
て

き
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
言
い

た
い
と
思
い
ま
す
。「
殺
し

て
や
ろ
う
と
思
っ
た
」、
こ

れ
も
ひ
ど
い
と
思
い
ま
す
。

「
あ
ん
た
な
ん
か
期
待
さ
れ

て
い
な
い
」「
死
ね
ば
い
い

の
に
」「
こ
ん
な
子
を
産
ま

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」「
あ

ん
た
は
生
き
る
価
値
が
な

い
」「
死
ね
」「
う
ざ
い
」「
ど

こ
か
行
け
」、
こ
れ
は
す
ご

く
ひ
ど
い
言
葉
ば
か
り
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
子

ど
も
た
ち
の
心
に
ず
っ
と

残
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
言
葉
ば
か
り

で
は
な
く
あ
と
の
九
割
の
子

ど
も
た
ち
は
い
い
こ
と
を
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。
保
護
者

に
し
て
も
ら
っ
て
感
謝
し
て

い
る
こ
と
は
、
男
子
の
三
分

の
一
、
女
子
の
半
分
は
感
謝

の
言
葉
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

男
子
、「
何
も
か
も
感
謝

で
す
」「
自
分
を
産
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」「
十
六

年
間
、
一
生
懸
命
育
て
て
く

れ
た
こ
と
」「
迷
惑
か
け
て

も
見
捨
て
ず
に
育
て
て
く
れ

た
こ
と
」「
働
い
て
自
分
た

ち
を
養
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
」「
学
校
に
行
か
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
」「
感

謝
し
て
い
る
こ
と
、
弁
当
づ

く
り
」「
毎
日
御
飯
を
つ
く
っ

て
く
れ
る
こ
と
」「
つ
ら
い

と
き
一
緒
に
泣
い
て
く
れ
た

こ
と
」「
本
気
で
叱
っ
て
く

れ
た
こ
と
」、
本
気
と
い
う

の
は
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も

き
ち
っ
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。「
落
ち
込
ん
だ
と
き
励

ま
し
て
く
れ
た
こ
と
」「
自

分
を
信
じ
て
く
れ
た
こ
と
」、

こ
れ
が
男
子
が
感
謝
し
て
い

る
こ
と
の
代
表
例
で
す
。

そ
し
て
女
子
は
、「
仕
事

が
忙
し
い
の
に
話
を
聞
い
て

く
れ
る
」「
悪
い
こ
と
を
し

た
と
き
に
叱
っ
て
く
れ
た
こ

と
」、
や
っ
ぱ
り
本
気
だ
っ

た
ら
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
た
ち

に
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。「
ど
ん
な
に
苦
し
い
と

き
で
も
、
そ
ば
で
励
ま
し
て

く
れ
た
」「
一
生
懸
命
、毎
日
、

体
が
疲
れ
て
い
る
の
に
働
い

て
く
れ
る
こ
と
」「
御
飯
を

食
べ
て
生
活
し
て
い
る
の
は

親
の
お
か
げ
だ
か
ら
、
ふ
だ

ん
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

「
母
の
手
一
つ
で
育
て
て
く

れ
た
こ
と
」「
産
ん
で
く
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
」「
自
分

を
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
」「
自

分
の
こ
と
を
本
気
で
心
配

し
て
く
れ
た
こ
と
」「
学
校

に
行
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
」

「
お
金
に
余
裕
が
な
い
の
に

部
費
と
か
出
し
て
く
れ
る
こ

と
」「
毎
朝
早
起
き
し
て
お

弁
当
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
こ

と
」「
十
六
年
間
、
毎
日
の

世
話
」、
直
接
的
な
表
現
で

す
が
。

つ
ら
い
言
葉
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
ん
な
ふ
う
に
子
ど
も

た
ち
は
普
段
は
口
で
は
言
わ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
保
護
者
に
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
い
ま
す
。

・
ま
と
め

子
ど
も
た
ち
の
調
査
結
果

を
ま
と
め
て
み
ま
す
。
今
の

高
校
生
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
ず
、
小
さ
い
と
き

か
ら
ゲ
ー
ム
に
浸
り
、
も
う

少
し
成
長
す
る
と
携
帯
に

浸
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
生
活

環
境
に
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
漬

け
に
な
る
の
は
、
特
に
男
子

に
そ
の
傾
向
が
強
い
で
す
。

そ
し
て
、
携
帯
に
浸
っ
て
い

る
の
は
女
子
に
そ
の
傾
向
が

強
い
で
す
。
い
つ
も
だ
れ
か

と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
と
い

う
か
、
一
人
に
な
る
と
不
安

症
候
群
み
た
い
な
感
じ
が
し

ま
す
。
本
当
の
親
友
で
し
た

ら
携
帯
で
つ
な
が
っ
て
い
な

く
て
も
親
友
の
は
ず
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。
本
当
の
意
味

で
の
深
い
人
間
関
係
じ
ゃ
な

い
、
浅
い
人
間
関
係
で
つ
な

が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
人
間
関
係

で
は
、
友
達
、
保
護
者
、
先

生
と
の
関
係
が
と
て
も
希
薄

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人

間
的
な
つ
な
が
り
が
衰
え
て

い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す

が
、
友
達
と
の
人
間
関
係
は

携
帯
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

の
で
間
接
的
な
も
の
に
な
り

ま
す
。
人
は
人
と
の
触
れ
合

い
の
中
か
ら
自
己
肯
定
感

や
、
規
範
意
識
が
生
ま
れ

て
、
意
欲
が
わ
く
と
思
わ
れ

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
取

巻
く
人
間
関
係
が
今
は
希
薄

に
な
り
、
そ
の
結
果
、
自
己

肯
定
感
が
低
く
て
、
社
会
性

が
低
く
な
り
、
さ
ら
に
は
、

や
る
気
が
な
い
、
目
標
が
な

い
、
人
生
に
不
満
と
い
う
状

況
で
学
習
困
難
、
不
登
校
、

万
引
き
、
性
行
動
、
い
じ
め
、

自
傷
行
為
等
々
の
問
題
行
動

が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
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「
保
護
者
」
と
い
う
も
っ
と

も
身
近
な
大
人
と
子
ど
も
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態

を
把
握
し
、
そ
の
よ
り
よ
い
あ

り
方
や
、
大
人
の
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
の
形
を
探
り
た
い
―
。

こ
ん
な
問
題
意
識
か
ら
、
全
高

Ｐ
連
様
と
リ
ク
ル
ー
ト
と
の
合

同
調
査
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
「
高
校
生
と

保
護
者
の
進
路
に
関
す
る
意
識

調
査
」
も
二
〇
〇
九
年
実
施
で

第
四
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
前

回
調
査
か
ら
変
化
の
あ
っ
た
設

問
と
今
回
新
し
く
設
け
た
設
問

を
中
心
に
結
果
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
子
ど
も
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

難
し
い
保
護
者
が
増
加

子
ど
も
の
進
路
選
択
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
が
「
難
し
い
」

と
感
じ
る
保
護
者
は
増
加
し
て

七
割
を
超
え
ま
し
た（
７３
％
）（
図

１
　
子
ど
も
の
進
路
選
択
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
難
し
い
と

感
じ
る
か＜

保
護
者＞

（
全
体

／
単
一
回
答
））。
理
由
は
「
社

会
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

の
か
予
測
が
つ
か
な
い
か
ら
」

（
６２
％
）
が
ト
ッ
プ
。
前
回
調

査
と
比
較
し
て
１０
ポ
イ
ン
ト
以

上
の
増
加
で
し
た
（
図
２
　
子

ど
も
の
進
路
選
択
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
が
難
し
い
と
感
じ
る

要
因
は
何
か＜

保
護
者＞

（
難

し
い
と
感
じ
る
／
複
数
回
答
））。

雇
用
環
境
の
悪
化
も
影
響
し
て

か
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
に

つ
い
て
の
考
え
に
も
変
化
が
み

ら
れ
ま
し
た
。
フ
リ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
、
高
校
生
の
回
答
を
０５

調
査
と
比
べ
る
と
、「
自
分
は
フ

リ
ー
タ
ー
に
は
な
ら
な
い
と
思

う
」
が
３７
％
→
１９
％
と
激
減
す

る
一
方
、「
就
職
が
厳
し
い
時

代
な
の
で
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る

の
も
仕
方
な
い
」
と
の
回
答
が

２３
％
→
３２
％
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
の
「
就
職
が
厳
し

い
時
代
な
の
で
フ
リ
ー
タ
ー
に

な
る
も
の
仕
方
な
い
」
と
の
回

答
は
高
校
生
の
数
値
を
上
回
る

４１
％
で
し
た
。

ニ
ー
ト
に
つ
い
て
、
高
校
生

の
考
え
を
前
回
と
比
べ
る
と
、

「
ニ
ー
ト
に
な
る
人
が
い
て
も
不

思
議
で
は
な
い
」
と
の
回
答
が

３５
％
→
４１
％
に
増
加
。
保
護
者

の
回
答
は
「
ニ
ー
ト
に
な
る
人

が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」

が
３９
％
で
最
多
と
な
り
、
ニ
ー

ト
に
対
し
て
受
容
的
な
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
ま
さ
に
時
代
背
景
を
表
し
た

結
果
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
現
状
に
対

し
、
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

■
保
護
者
と
の
会
話
が
高
校
生

の
進
路
選
択
を
前
向
き
に

高
卒
後
の
進
路
に
つ
い
て
高

校
生
の
７５
％
、
保
護
者
の
８９
％

が
「
話
を
す
る
」
と
回
答
。
進

路
に
関
す
る
親
子
の
会
話
は
お

お
む
ね
活
発
な
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
高
校
生

の
意
識
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る

か
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
路
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

高
校
生
は
全
体
で
は
８０
％
。
こ

れ
を
保
護
者
と
進
路
に
つ
い
て

話
す
頻
度
別
に
み
る
と
、
保
護

者
と
「
よ
く
話
を
す
る
」
層
は

「
考
え
て
い
る
」
割
合
が
９４
％
と

高
く
、「
ま
っ
た
く
話
さ
な
い
」

層
は
５３
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
保
護
者
と
の
対
話
が
高
校

生
の
考
え
を
促
す
効
果
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
進
路
を
考
え
る
時
の

気
持
ち
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
高

校
生
全
体
で
は
「
自
分
が
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
か
不
安
に
な

る
」（
４９
％
）、「
自
分
の
可
能

性
が
広
が
る
よ
う
で
、楽
し
い
」

（
２６
％
）。
こ
れ
を
保
護
者
と
進

路
に
つ
い
て
話
す
頻
度
別
に
み

る
と
、「
よ
く
話
を
す
る
」
層

で
は
「
楽
し
い
」（
４０
％
）
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
ま
っ
た
く
話
さ
な
い
」
層
で

は
「
考
え
る
こ
と
自
体
が
め
ん

ど
う
く
さ
い
」（
１６
％
）「
考

え
て
も
つ
ま
ら
な
い
」（
１０
％
）

な
ど
考
え
る
こ
と
自
体
に
消
極

的
な
様
子
が
う
か
が
え
ま
す

（
図
３
　
進
路
を
考
え
る
時
、

高
校
生
は
ど
ん
な
気
持
ち
に
な

る
か＜

高
校
生＞

（
全
体
／

単
一
回
答
））。

■
保
護
者
の
か
か
わ
り
方
は

「
ち
ょ
う
ど
い
い
」
が
六
割

「
干
渉
」
二
割

進
路
選
択
に
関
す
る
保
護
者

の
態
度
を
、
高
校
生
は
ど
う

感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ち
ょ
う
ど
い
い
」
が
６３
％
と

も
っ
と
も
多
く
、「
干
渉
」
と

感
じ
る
の
が
２３
％
、「
無
関
心
」

は
１３
％
で
し
た
。

「
ち
ょ
う
ど
い
い
」
と
感
じ
る

高
校
生
は
自
分
の
進
路
を
歩
ん

で
い
け
そ
う
と
「
思
う
」
割
合

が
高
く
（
７３
％
）、「
干
渉
し
す

ぎ
」
た
り
「
無
関
心
す
ぎ
」
た

り
す
る
と
そ
の
割
合
が
低
下
し

ま
す
。
保
護
者
の
態
度
が「
ち
ょ

う
ど
い
い
」
状
態
が
子
ど
も
の

将
来
へ
の
自
信
に
影
響
し
て
い

図１

図２

図３

第
四
回
　
高
校
生
と
保
護
者
の
進
路
に
関
す
る
意
識
調
査
　
調
査
結
果
報
告

　
　
　
不

安

社

会

の

親

子

関

係

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
　
進
学
総
研
グ
ル
ー
プ
　

城
　
處
　
朋
　
子
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る
よ
う
で
す
（
図
４
　
自
分
の

進
路
を
歩
ん
で
い
け
そ
う
か

＜

高
校
生＞

（
全
体
／
単
一

回
答
））。

ま
た
、
高
校
生
に
と
っ
て

好
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
保
護
者

の
行
動
や
態
度
の
選
択
肢
を
あ

げ
、
自
分
の
保
護
者
に
あ
て
は

ま
る
も
の
を
高
校
生
に
選
ん
で

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
ち
ょ
う

ど
い
い
」
層
で
は
、「
あ
た
た

か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
」「
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
」「
話
を

ち
ゃ
ん
と
聞
く
」「
私
の
考
え

を
尊
重
す
る
」
が
「
干
渉
」「
無

関
心
」
と
比
べ
て
高
い
割
合
と

な
り
ま
し
た
。
保
護
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て

い
る
と
、
そ
の
関
係
を
「
ち
ょ

う
ど
い
い
」
と
感
じ
る
高
校
生

の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

■
「
働
く
意
義
を
教
え
る
」
の

は
「
家
庭
の
み
」
が
五
割

図
５
に
あ
る
十
一
項
目
の
こ

と
を
高
校
生
に
す
る
の
は
「
家

庭
」「
学
校
」「
そ
の
他
」
の
う

ち
誰
の
役
割
か
、
当
て
は
ま
る

と
思
う
も
の
を
保
護
者
に
す
べ

て
あ
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
回
答

状
況
を
分
類
し
ま
し
た
。（
図
５

　
高
校
生
に
次
の
こ
と
を
す
る

の
は
ど
こ
の
役
割
か＜

保
護
者

＞

（
全
体
））「
家
庭
の
み
」
が

半
数
を
超
え
た
の
は
「
働
く
意

義
に
つ
い
て
教
え
る
」
と
「
将

来
の
目
標
を
も
た
せ
る
」
で
こ

れ
ら
に
関
わ
る
必
要
を
感
じ
て

い
る
保
護
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、「
な
ぜ
働
く
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
こ
と
が
「
あ
る
」
の
は
、

高
校
生
１３
％
、
保
護
者
４７
％
、

「
保
護
者
の
仕
事
の
内
容
、
楽

し
さ
や
大
変
さ
に
」つ
い
て「
話

し
て
い
る
」
の
は
、
高
校
生

４５
％
、
保
護
者
６８
％
と
、
高
校

生
と
保
護
者
の
認
識
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
高

校
生
に
対
し
、
話
し
て
い
る
内

容
を
具
体
的
に
聞
く
と
、「
パ

ソ
コ
ン
が
壊
れ
て
大
変
だ
っ

た
」「
忙
し
か
っ
た
り
不
景
気

で
大
変
だ
っ
た
」
な
ど
、
そ
の

日
の
出
来
事
や
苦
労
に
関
す
る

会
話
が
目
立
っ
て
お
り
、
仕
事

の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
に
つ
い

て
聞
い
て
い
る
と
い
う
コ
メ
ン

ト
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
み
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
子
ど
も
の
職
業
選
択

の
際
に
自
身
の
経
験
か
ら
「
伝

え
た
い
」
こ
と
を
保
護
者
に
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
好
き
な
こ
と

を
仕
事
に
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
に
加
え
、「
職
業
に
関
係

な
く
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
る

も
の
は
大
き
い
」
な
ど
「
働
く

意
義
」
に
関
す
る
記
述
も
み
ら

れ
ま
し
た
。

■
進
学
希
望
の
保
護
者
の
八
割

が
進
路
情
報
収
集
に
意
欲

子
ど
も
の
進
路
選
択
に
関
し

て
保
護
者
自
身
に
よ
る
具
体
的

な
情
報
収
集
の
状
況
と
今
後
の

意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ど

ん
な
学
校
が
あ
る
か
調
べ
る
」

（
８３
％
）、「
ど
ん
な
学
部
・
学

科
・
コ
ー
ス
が
あ
る
か
調
べ

る
」（
８２
％
）、「
興
味
を
も
っ

た
学
校
の
入
試
方
法
を
調
べ

る
」（
８０
％
）
が
八
割
程
度
と
、

高
い
情
報
収
集
意
欲
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
そ
の
理
由
に
は
、

「
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
た
い

か
ら
」（
６７
％
）、「
具
体
的
な

情
報
を
知
ら
な
い
と
進
路
に
つ

い
て
の
会
話
が
で
き
な
い
か

ら
」（
５２
％
）
が
上
位
に
あ
が

り
ま
し
た
。
不
透
明
感
の
増
す

社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
一

緒
に
考
え
、
話
し
合
う
た
め
に

情
報
収
集
を
す
る
保
護
者
の
姿

が
う
か
が
え
ま
す
。

【調査概要】
■調査方法
−学校通しの質問紙による自記式調査
−高校生　ホームルーム時にアンケート実施
−保護者　高校生から保護者へアンケートを手渡しで依頼、実施
クラスごとに学級担任が高校生・保護者アンケートをまとめ、学

校ごとに回収
■調査対象
−高校生（２年生）とその保護者
−全国高等学校ＰＴＡ連合会より依頼した９都道府県の公立高校２７校

■調査期間
−２００９年９月２８日（月）〜１０月３０日（金）

■有効回答数
−高校生１９５３、保護者１４９５

図４

図５



（9） ㈳全高Ｐ連会報〈第６６号〉 平成２２年４月１５日

「
貴
方
は
夢
を
心
で
問
い

た
だ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
」

そ
れ
は
お
ぼ
ろ
げ
で
も
構
わ

な
い
。
な
り
た
い
自
分
に
な
ろ

う
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
己
を

信
じ
実
行
し
て
汗
す
る
こ
と

で
、
目
標
に
近
付
く
ま
で
の
こ

の
過
程
を
、「
貴
方
は
心
で
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。」

「
夢
」
と
い
う
も
の
は
、
あ

く
ま
で
も
自
分
自
身
の
イ
メ
ー

ジ
（
想
い
）
の
一
環
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
人
そ
れ
ぞ

れ
の
感
性
や
考
え
が
主
体
と
な

る
行
動
を
意
味
す
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
幾
つ
で
あ
ろ
う
が
、
ど
ん

な
人
間
で
あ
ろ
う
が
、
老
若
男

女
問
わ
ず
考
え
想
う
こ
と
で
己

の
成
長
が
育
ま
れ
る
こ
と
で

す
。
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
き

た
以
上
、
生
が
果
て
な
い
か
ぎ

り
全
て
の
人
に
与
え
ら
れ
た
幸

せ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人

は
誰
し
も
に
未
知
な
る
可
能
性

が
平
等
に
あ
る
も
の
だ
と
私
は

信
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
可
能
性
を
ど
う
引
き
出
し

て
い
い
も
の
か
分
か
ら
ず
じ

ま
い
の
ま
ま
、
今
日
に
至
る
大

人
や
子
ど
も
た
ち
が
多
く
い
る

の
が
現
実
で
す
。「
夢
を
想
う

き
っ
か
け
」
と
し
て
、
実
は
全

て
の
人
が
夢
を
追
い
、
叶
え
て

き
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
あ

の
車
が
欲
し
い
、
あ
の
試
験

を
受
け
て
こ
の
職
種
に
就
こ

う
、
放
浪
の
旅
行
に
出
掛
け
己

を
磨
い
て
み
よ
う
と
、
き
っ
か

け
は
ち
ょ
っ
と
し
た
欲
望
か
ら

で
も
い
い
の
で
す
。
大
切
な
の

は
「
夢
」
に
行
き
着
く
ま
で
の

そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
中
に
は

諸
事
情
で
不
遇
な
環
境
に
育
っ

た
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

中
々
「
夢
」
な
ど
想
え
る
ゆ
と

り
な
ど
な
い
と
感
じ
る
人
の
ほ

う
が
現
実
味
に
沁
み
る
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し

な
が
ら
普
段
の
生
活
に
お
い
て

私
た
ち
は
、
身
近
な
人
か
ら
受

け
た
恩
恵
は
「
当
た
り
前
」
に

思
い
が
ち
で
す
。
こ
れ
ま
で
友

人
、
先
生
、
ご
近
所
の
人
な
ど
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
も
少
な
く

な
い
は
ず
で
し
ょ
う
。
実
は
こ

の
、
恩
の
連
鎖
で
血
縁
、
親
族
、

家
族
、
学
校
、
社
会
と
の
仲
を

育
み
、
自
分
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
な
の
で
す
。
決
し

て
「
夢
」
の
押
売
り
を
す
る
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
岐

に
亘
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
人

た
ち
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
る

た
め
に
も
「
夢
」
と
い
う
標
に

自
己
の
活
力
を
活
か
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

は
「
夢
」
は
ど
う
す
れ
ば
成
し

遂
げ
ら
れ
る
の
か
？
前
述
で
も

触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、「
夢
」
は
い
く
つ
に
な
ろ

う
が
、
ど
ん
な
人
間
で
あ
ろ
う

が
、
老
若
男
女
問
わ
ず
想
い
、

行
動
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
当

然
の
よ
う
に
人
は
皆
生
き
方
が

違
い
ま
す
か
ら
「
夢
」
に
も

個
人
差
が
表
れ
ま
す
。
自
分
の

「
夢
」
が
誰
か
と
比
べ
て
大
な

り
小
な
り
異
な
る
に
せ
よ
否
定

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
な
ら
こ
の
「
夢
」
が
叶
え
ら

れ
る
と
い
う
強
い
信
念
に
基
づ

い
て
実
行
す
る
こ
と
で
す
。
あ

ま
り
に
も
大
き
な
「
夢
」
で
あ

ろ
う
と
言
わ
れ
よ
う
が
躊
躇
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

す
ば
ら
し
い
「
夢
」
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
貴
方
だ
か
ら
こ
そ
実

現
で
き
る
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
生
ま
れ
る
御
縁
に

よ
っ
て
、
恩
恵
や
己
の
人
間
性

を
高
め
る
価
値
観
を
育
む
こ
と

に
よ
り
人
は
成
長
し
て
い
く
の

で
す
。
で
は
具
体
的
に
ど
う
行

動
に
移
せ
ば
よ
い
の
か
。
や
り

方
は
人
に
よ
っ
て
様
々
で
す

が
、
こ
こ
で
は
私
が
常
に
心
掛

け
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
毎
朝

必
ず
会
社
が
始
ま
る
前
に
地
域

の
掃
除
を
十
五
分
ほ
ど
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
道
行
く
人
に
朝

の
挨
拶
を
投
げ
か
け
て
い
ま

す
。
す
る
と
一
日
の
始
ま
り
が

す
ご
く
幸
せ
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
気
持
ち
を
も
ち
続
け
た
ま

ま
、
お
客
様
と
お
会
い
す
る
と

不
思
議
と
話
も
弾
み
、
ご
契
約

の
方
向
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
ま

た
、
あ
ら
ゆ
る
免
状
所
得
の
た

め
に
毎
日
自
習
も
欠
か
し
ま
せ

ん
。
週
末
の
休
み
に
は
知
人
の

場
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
就
寝
す

る
前
に
は
必
ず
仏
壇
の
前
で
御

経
を
唱
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
一
日
の
有
限
の
時

間
を
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
毎
月
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
目
標
を
掲
げ
、
到
達
す
る
ま

で
繰
り
返
し
の
毎
日
を
続
け

て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
私
の

「
夢
」
に
近
付
く
た
め
な
の
で

す
。
こ
こ
で
私
が
伝
え
た
い
の

は
、「
夢
」
に
近
付
く
た
め
に
、

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
無
心

に
な
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
や
れ
て

い
る
か
！
」と
い
う
こ
と
で
す
。

日
々
の
動
き
に
繰
り
返
し
の
自

分
を
置
き
、
毎
月
の
階
段
状
の

目
標
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
夢
」
へ
と
近
付
く
プ
ラ

ン
が
出
来
上
が
る
の
で
す
。
そ

し
て
大
事
な
の
は
、「
夢
」
に

到
達
す
る
ま
で
の
プ
ラ
ン
を
書

き
綴
り
、
で
き
た
こ
と
か
ら
一

つ
ず
つ
消
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
私
も
受
売
り
で
す
が
、
渡

邉
美
樹
と
い
う
全
国
展
開
し
て

い
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
会
長

が
綴
っ
て
い
る
著
書
に
「
夢
に

日
付
を
！
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
な
る
本
で

す
の
で
お
読
み
下
さ
い
。
最
後

に
、
私
の
「
夢
」
は
ま
だ
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
二
年

前
に
二
十
年
続
け
た
会
社
を
二

企
業
と
も
倒
産
さ
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
は
心
機
一
転
、

新
し
い
事
業
に
汗
し
な
が
ら
の

毎
日
で
す
。
当
時
の
志
半
ば
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
「
夢
」
を
今

一
度
、
恩
恵
を
い
た
だ
い
た
周

り
の
方
々
の
た
め
に
も
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
感
謝
の
念

を
抱
き
、
誇
り
さ
え
も
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
い
つ
か
必
ず
そ

の
「
夢
」
に
到
達
し
た
と
き
に
、

次
の
新
し
い
「
夢
」
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
強
く
心
に
想
い
な
が

ら
…
。
い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
自

分
で
在
り
続
け
た
く
思
い
ま

す
。限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
の
中
で
、

個
人
の
想
い
を
活
字
に
す
る
の

は
非
常
に
偏
っ
た
言
葉
に
な
り

が
ち
で
す
。
子
を
も
つ
親
と
し

て
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
是

非
と
も
互
い
の
情
報
を
共
有
し

あ
い
ま
し
ょ
う
。
御
精
読
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈳
全
国
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
調
査
広
報
委
員
会
副
委

員
長

㈳
愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
会
長
　
松
山
　
栄
司

「夢をもって、そしてその夢が叶いますように」と、私たち

大人は子どもたちに願います。その大人たちは今、子どもた

ちは今、日々を悔いなく生きていますか？・・夢を追い続け

ていますか？・・今回の視点は、今も「夢」に向かっている

一人のＰＴＡの思いをお届けします。そして、子どもたちに

一人の大人としての姿を見せている我々が、それぞれのもつ

想いを確かめ合うことに繋がればと心から願います。

シリーズ視点

『夢よ、煌
きらめ

け！』
～夢に終わりはない～
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Ⅰ
　
事
業
方
針

１
　
学
校
教
育
・
家
庭
教
育

を
振
興
さ
せ
る
た
め
の
各

組
織
・
機
関
の
充
実
発
展

２
　
子
ど
も
の
健
全
育
成
、

安
全
、
進
路
保
障
に
関
す

る
調
査
研
究
、
啓
発
活
動

３
　
情
報
共
有
化
に
向
け
て

広
報
活
動
の
充
実
並
び
に

配
布
物
の
周
知
徹
底

４
　
社
会
状
況
の
変
化
に
対

応
し
た
本
連
合
会
の
適
正

な
あ
り
方
検
討

５
　
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
、
日
本
私
立
小
学
校
中

学
校
高
等
学
校
保
護
者
連

合
会
等
と
の
連
携

Ⅱ
　
事
業
内
容

１
　
全
国
大
会

学
校
教
育
・
家
庭
教
育
の

振
興
、青
少
年
の
健
全
育
成
、

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
質
的
向

上
及
び
情
報
の
共
有
化
を
図

る
た
め
、
第
六
十
回
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

東
京
大
会
を
、
二
十
二
年
八

月
十
九
日
（
木
）
～
二
十
一

日
（
土
）
の
三
日
間
に
わ
た

り
、
日
本
武
道
館
を
メ
イ
ン

会
場
に
し
て
開
催
す
る
。（
詳

細
は
十
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

２
　
地
区
大
会
（
九
地
区
）

各
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
地

区
ご
と
に
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
研

究
大
会
を
開
催
す
る
。

・
北
海
道
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

六
月
十
一
日
（
金
）
・

十
二
日
（
土
）
苫
小
牧
市

・
東
北
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会

七
月
八
日
（
木
）
・
九
日

（
金
）
盛
岡
市

・
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会

七
月
八
日
（
木
）
・
九
日

（
金
）
横
浜
市

・
東
京
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会

七
月
十
日
（
土
）
千
代
田

区
・
北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

七
月
九
日
（
金
）
・
十
日

（
土
）
福
井
市

・
東
海
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会

六
月
十
八
日
（
金
）
名
古

屋
市

・
近
畿
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会

七
月
三
日
（
土
）
・
四
日

（
日
）
大
阪
市

・
中
国
・
四
国
地
区
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

七
月
九
日
（
金
）
鳥
取
市

・
九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会

六
月
十
七
日
（
木
）
・

十
八
日
（
金
）
佐
賀
市

Ⅲ
　
全
高
Ｐ
連
の
事
業
及

び
一
般
社
団
法
人
へ
の

移
行
の
た
め
の
準
備

１
　
高
等
学
校
調
査
研
究
及

び
研
究
会
の
開
催

二
十
二
年
度
の
全
国
共
通

の
調
査
研
究
テ
ー
マ
は「
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
で
あ

る
。
各
地
区
で
は
、こ
の
テ
ー

マ
を
踏
ま
え
て
二
十
一
年
度

か
ら
取
り
組
み
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
地
区
大
会
及
び

全
国
大
会
東
京
大
会
の
特
別

第
三
分
科
会
で
講
演
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
。

２
　「
子
ど
も
向
上
支
援
事

業
」
の
実
施
検
討

昨
年
度
ま
で
、「
子
ど
も

を
取
り
巻
く
人
間
関
係
の
回

復
と
社
会
環
境
の
充
実
」
事

業
を
四
ヵ
年
計
画
で
行
っ
て

き
た
が
、
子
ど
も
た
ち
を
支

援
す
る
人
間
関
係
が
希
薄
で

あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ

た
。
そ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
向
上
支
援
を
課
題
と
し

て
、
調
査
・
研
究
・
提
案
に

つ
い
て
の
事
業
計
画
を
検
討

し
て
い
く
。

３
　
財
団
法
人
日
本
宝
く

じ
協
会
助
成
事
業
に
よ
る

「
薬
物
乱
用
防
止
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
の
発
行

十
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
継
続

し
て
発
行
し
て
き
た
薬
物
乱

用
防
止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

需
要
が
大
変
多
く
、保
護
者
・

教
職
員
か
ら
追
加
注
文
を
さ

れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
予
防
教

育
こ
そ
が
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

等
薬
物
乱
用
防
止
の
た
め
の

最
良
の
手
段
で
あ
る
と
し

て
、
今
後
と
も
こ
の
冊
子
の

発
行
を
大
切
に
し
て
い
く
。

４
　
一
般
社
団
法
人
移
行
準

備
委
員
会
の
設
立

二
ヵ
年
に
わ
た
り
「
公
益

法
人
化
準
備
検
討
委
員
会
」

を
設
け
て
本
会
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
き
た
。

本
会
の
事
業
の
多
く
は
、

加
盟
団
体
・
加
盟
団
体
構
成

員
へ
の
情
報
提
供
で
あ
り
、

質
的
向
上
に
資
す
る
研
修
実

施
で
あ
る
の
で
、
公
益
事
業

で
は
な
く
共
益
事
業
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
条
件

を
勘
案
し
て
も
本
会
は
公
益

法
人
に
合
わ
な
い
こ
と
が
明

確
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

一
般
社
団
法
人
移
行
に
向
け

て
定
款
の
変
更
を
検
討
し
、

諸
準
備
を
進
め
て
い
く
。

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
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各
委
員
会
報
告

賠
償
責
任
保
証
制
度

運
営
委
員
会

委
員
長
　
相
川
　
順
子

平
成
十
四
年
度
よ
り
、
発

足
し
た
こ
の
制
度
も
、
平

成
二
十
一
年
度
は
加
入
者
が

一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度

は
、安
価
な
掛
け
金
（
二
〇
〇

円
）
で
全
国
一
律
に
高
い
補

償
を
提
供
す
る
こ
と
を
理
念

に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

事
故
事
案
を
見
ま
す
と
自
転

車
事
故
等
に
よ
る
高
額
な
補

償
を
求
め
ら
れ
る
事
案
も
多

く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
委
員
会
で
は
、

現
在
の
保
険
金
支
払
い
状
況
を

踏
ま
え
た
制
度
改
定
の
是
非

に
つ
い
て
議
論
に
入
り
、
平
成

二
十
二
年
二
月
総
会
の
場
で
、

こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
現
在
の
掛
け
金
で
は
維

持
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

を
報
告
し
、
今
後
は
掛
け
金
の

値
上
げ
を
前
提
に
議
論
に
入
り

具
体
的
な
内
容
は
、
二
十
二
年

六
月
の
総
会
に
お
い
て
提
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
益
法
人
化

準
備
検
討
委
員
会

委
員
長
　
　
荻
荘
　
　
誠

昨
年
度
に
本
委
員
会
を
発

足
さ
せ
て
以
来
、
２
年
間
に

わ
た
っ
て
鋭
意
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。基
本
的
に
は
、

方
向
性
を
明
確
に
し
て
準
備

に
か
か
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

本
年
度
委
員
会
で
は
、
２
月

の
総
会
に
ご
報
告
で
き
る
よ

う
に
検
討
協
議
し
ま
し
た
。

公
益
法
人
の
条
件
に
、
公

益
性
が
高
い
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
全
高
Ｐ
連
の
事
業

は
、
参
加
し
て
い
る
各
高
Ｐ

連
及
び
加
盟
し
て
い
る
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
還
元
さ
れ
る
事
業

で
す
の
で
、
共
益
事
業
と
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
総
会
の
代

表
者
は
公
正
公
平
に
選
挙
で

選
ば
れ
て
い
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
か
ら
も
、

委
員
会
と
し
て
は
、
一
般
社

団
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
定
款
等
の
変
更
に
着

手
し
ま
す
。

健
全
育
成
委
員
会

委
員
長
　
深
澤
　
資
弘

第
四
回
と
な
る
二
月
十
二
日

の
最
終
委
員
会
は
、
本
年
度
の

調
査
結
果
の
ま
と
め
と
各
地
区

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、
そ
の
実

情
を
受
け
次
年
度
の
事
業
計

画
、
引
き
継
ぎ
事
項
を
確
認

し
ま
し
た
。
調
査
研
究
の
考
察

は
年
々
深
ま
り
、
現
代
の
子
育

て
に
関
わ
る
諸
問
題
を
根
本

か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
一
層
研

究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
「
子

ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上

支
援
事
業
」
の
三
カ
年
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
文

部
科
学
省
の
委
託
事
業
が
継

続
で
き
る
か
の
問
題
が
あ
り
、

事
業
計
画
を
再
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
各
委
員
か
ら
地
域
で
の

実
践
報
告
が
あ
り
、
他
地
区
の

優
れ
た
活
動
を
学
び
合
い
、
今

後
の
活
動
に
役
立
つ
情
報
交

換
が
で
き
ま
し
た
。
最
新
版
薬

物
乱
用
防
止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
各
単
Ｐ
に
発
送
さ
れ

て
、
新
入
生
の
保
護
者
に
配
布

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
地
区
大
会

や
全
国
大
会
東
京
大
会
に
お

い
て
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付

し
て
、
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。

進
路
対
策
委
員
会

委
員
長
　
小
出
　
邦
彦

第
三
回
の
進
路
対
策
委

員
会
は
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
社

発
行
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
№
３０
」（
高
校
教
員
向
け
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
第
四
回

「
高
校
生
と
保
護
者
の
進
路

に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
結

果
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。「
想

像
以
上
の
す
ば
ら
し
い
も
の

が
で
き
た
」「
こ
の
冊
子
を
全

国
の
多
く
の
保
護
者
に
見
て

ほ
し
い
」「
今
後
も
こ
の
調

査
を
続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
続
出
し
ま
し
た
。

来
年
度
の
引
き
継
ぎ
事
項

と
し
て
は
、
一
番
目
に
、
こ

の
調
査
結
果
を
一
人
で
も
多

く
の
保
護
者
に
伝
え
、
現
状

の
改
善
が
な
さ
れ
る
よ
う
活

用
を
促
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
二
番
目
に
、
進
路
に
関

す
る
研
究
協
議
を
行
っ
て
ほ

し
い
。
三
番
目
に
、
来
年
度

も
厳
し
い
経
済
環
境
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
就
職
支
援
の

た
め
の
関
係
機
関
へ
の
要
請

活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
以

上
の
三
点
を
確
認
し
て
、
最

後
と
な
り
ま
し
た
第
三
回
の

進
路
対
策
委
員
会
を
終
え
ま

し
た
。

調
査
広
報
委
員
会

委
員
長
　
榊
原
　
綾
子

　
ま
ず
、
十
二
月
に
発
行
さ
れ

た
会
報
六
十
五
号
の
総
括
と

次
号
六
十
六
号
の
企
画
を
行

い
ま
し
た
。
全
国
大
会
沖
縄
大

会
の
報
告
の
構
成
に
つ
い
て

今
後
の
方
向
性
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
ま
た
シ
リ
ー
ズ
「
青

春
白
書
」
に
つ
い
て
、
求
め
る

内
容
が
伝
わ
る
よ
う
な
原
稿

依
頼
書
を
あ
ら
た
め
て
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次

年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項
と

し
て
は
、
会
報
の
在
り
方
を
抜

本
的
に
見
直
す
時
期
が
き
て

い
る
と
し
、
読
者
の
側
に
立
っ

て
表
紙
の
あ
り
方
、
ペ
ー
ジ
数

な
ど
も
含
め
内
容
・
構
成
を

考
え
、
掲
載
す
る
写
真
や
構

成
も
さ
ら
に
考
慮
が
必
要
な

こ
と
。
ま
た
発
行
時
期
に
よ
っ

て
見
合
っ
た
記
事
内
容
と
す

る
こ
と
な
ど
、
読
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
「
読
ん
で
も
ら
え
る

会
報
作
り
」
を
目
指
す
べ
き
と

話
し
合
い
ま
し
た
。
次
年
度

六
十
七
号
か
ら
は
全
ペ
ー
ジ

カ
ラ
ー
版
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
最
大
限
に
生
か
し
、
会
員
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

研

修

委

員

会

委
員
長
　
豊
岡
　
武
士

第
六
十
回
東
京
大
会
の
へ

取
組
み
に
つ
い
て
、
大
会

テ
ー
マ
「
人
間
力
を
育
て
て

作
ろ
う
大
き
な
輪
～
家
庭
・

学
校
・
地
域
・
社
会
心
と
心

を
つ
な
げ
よ
う
～
」を
確
認
、

閉
会
式
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
心
を
一

つ
に
す
る
取
組
み
と
し
て
、

「
第
９
」
の
合
唱
の
検
討
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
十
一
回
北
海
道
大
会

に
つ
い
て
、大
会
テ
ー
マ「
い

の
ち
輝
け
！
～
人
・
夢
・
愛

　
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
君
た

ち
を
応
援
し
た
い
～
」
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
あ
り
方
・
も

ち
方
に
つ
い
て
の
申
し
送
り

事
項
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

あ
り
方
・
も
ち
方
は
理
事
会
・

総
会
が
協
議
し
、
研
修
委
員

会
は
全
国
大
会
の
運
営
に
関

し
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ

と
総
括
し
ま
し
た
。
次
年
度

委
員
会
が
引
き
継
げ
る
よ
う

に
、「
申
し
送
り
事
項
」
素

案
を
副
会
長
が
六
月
に
提
案

し
ま
す
。

第
六
十
四
回
全
国
大
会
開

催
県
は
福
井
県
で
あ
る
と
報

告
さ
れ
、
期
待
と
祝
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。



（12）㈳全高Ｐ連会報〈第６６号〉平成２２年４月１５日

第
六
十
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
東
京
大

会
が
平
成
二
十
二
年
八
月

十
九
日
（
木
）
二
十
日（
金
）

二
十
一
日（
土
）
の
三
日
間

日
本
武
道
館
他
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
人
間
力
を
育
て
て
作
ろ
う

　
大
き
な
輪
」
サ
ブ
テ
ー
マ

に
「
～
家
庭
・
学
校
・
地
域
・

社
会
　
心
と
心
を
つ
な
げ
よ

う
～
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
人

間
力
、
生
き
る
力
、
変
化
に

対
応
す
る
柔
軟
性
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
豊
か
な
精
神

性
、
健
康
、
体
力
、
知
力
な

ど
に
裏
打
ち
さ
れ
る
も
の
で

す
。
自
ら
を
律
し
、協
調
し
、

ま
た
人
を
思
い
や
り
、
感
動

す
る
心
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
た
め
に
基
礎
と
な
る
健
康

や
体
力
、
自
ら
課
題
を
見
つ

け
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
で

習
得
し
て
い
く
知
識
や
技

能
、
こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
育
む
た
め
に
家
庭
・
学
校
・

地
域
・
社
会
が
連
携
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

大
会
日
程
は
次
の
と
お
り
。

◎
八
月
十
九
日（
木
）大会

前
日

会
　
場

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

●
大
会
運
営
諸
会
議

（
一
三
時
～
一
六
時
）

●
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
一
七
時
三
〇
分
～
一
九

時
三
〇
分
）

◎
八
月
二
十
日（
金
）

大
会
第
一
日

会
　
場

日
本
武
道
館

受
　
付

（
八
時
三
〇
分
～
一
〇
時
）

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
高
校
生
）」

●
開
会
式
・
表
彰
式

（
一
〇
時
～
一
一
時
）

●
基
調
講
演

（
一
一
時
～
一
二
時
）

張
　
富
士
夫
氏
（
ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社
　
会

長
）

〔
昼
食
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
移
動
〕

●
分
科
会

受
　
付

各
会
場
に
て
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
高
校
生
）

（
一
三
時
～
一
四
時
）

分
科
会

（
一
四
時
～
一
六
時
二
〇
分
）

○
第
一
分
科
会

日
本
武
道
館

「
学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

『
学
校
か
ら
の
発
信
と
親

の
思
い
を
繋
ぐ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
』

○
第
二
分
科
会

日
本
青
年
館

「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

『
何
の
た
め
の
進
路
支
援
？

自
立
へ
の
第
一
歩
！！
』

○
第
三
分
科
会

東
京
大
学
　
安
田
講
堂

「
生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

『
今
、
求
め
ら
れ
る
規
範

意
識
と
は
何
か
？
』

○
第
四
分
科
会

日
比
谷
公
会
堂

「
家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

『
大
丈
夫
！！
　
保
護
者
が

変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ

る
！！
』

○
特
別
第
一
分
科
会

九
段
会
館

「
学
校
改
革
に
対
し
て
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
意
見
交
流
」

『
多
種
多
様
な
タ
イ
プ
の

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組

み
・
全
国
意
見
交
流
』

○
特
別
第
二
分
科
会

早
稲
田
大
学
　
大
隈
講
堂

「
高
校
生
自
ら
の
企
画
運

営
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」

『
今
、
子
ど
も
は
何
を

考
え
て
い
る
の

か
？
親
は
何
を

思
っ
て
い
る
の

か
？
』

○
特
別
第
三
分
科
会

昭
和
女
子
大
学

　
人
見
記
念
講
堂

「
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

『
未
来
を
創
る

キ
ャ
リ
ア
教
育

と
子
ど
も
と
地

域
を
育
む
Ｐ
Ｔ

Ａ
』

東
京
大
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
多

く
の
人
た
ち
が
連
携
し
、
知

恵
を
絞
っ
て
解
決
し
て
い
く

各
地
の
事
例
や
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
研
究
討
議
を
行
い

ま
す
。
大
会
が
人
間
力
を
育

て
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
き

な
輪
に
な
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
目
下
諸
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

◎
八
月
二
十
一
日（
土
）

大
会
第
二
日

会
　
場

日
本
武
道
館

受
　
付

（
八
時
三
〇
分
～
一
〇
時
）

「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
高

校
生
）」

●
記
念
講
演

（
一
〇
時
～
一
一
時
）

木
原
雅
子
氏
（
京
都
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
　
准

教
授
）

●
閉
会
式

（
一
一
時
～
一
二
時
）

大
会
宣
言
、
次
期
開
催
県

挨
拶

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
参
加
の
皆
さ
ん

全
員
で
歌
を
歌
う
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
日
本

の
中
心
地
と
し
て
躍
動
を
続

け
、
人
々
の
希
望
と
夢
を
育

む
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
の
姿
を
高
校

生
が
具
現
化
し
た
も
の
、
ポ

ス
タ
ー
に
は
江
戸
の
情
緒
を

こ
め
ま
し
た
。

第
六
十
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

東
京
大
会
のご

案
内


